
会員数（令和 8年 7 月１日現在）
ファミリー会員 1,532 名
サポート会員 133名
両方会員 7名
合　　　計 1,672 名

令和８年 7月      第 88 号

かつしかファミリー・サポート・センター

葛飾社協キャラクター
アエナちゃん

夏

◆ファミリー・サポート事業について
令和 7年 9月より未就学児利用料全額補助が始まり、利用希望者が増えています。
ファミリー・サポートは、他の制度（延長保育等）や親族の方でまかないきれない部分を
代わりにお手伝いするという事業です。ですので、基本的には利用期間は半年程度を目
安にさせていただいております。ご理解のほどよろしくお願いいたします。
◆お支払い方法の一部に変更があります。
会員双方の合意がある場合に限り、実費（食事代・交通費など）についてはキャッシュレス決済 (paypay、
aupayなど）が可能となりました。お支払いの際は、必ず活動報告書にサイン又は押印のうえ、その
場で決済してください。なお、キャッシュレス決済に関するトラブルについては、責任を負いかねます
のであらかじめご了承ください。
※活動報酬費については、これまでどおり現金でのお支払いとなります。
◆昨今の夏は 40 度に迫る猛暑となってきております。
猛暑の中のサポートはお子さまもサポート会員も体力的にとても厳しいものとなりますので、
猛暑日や天候不良時における送迎はできない場合もありますのでご了承ください。

 センターからのお知らせ 

★日焼け止めなどを塗る場合は、サポート開始前にファミリー会員がお子様に塗布してください。
　サポート会員は塗布いたしません。（医療行為に当たることはできません）
★入浴や水遊びのサポート活動はしておりません。
★サポート活動中の塩分・水分補給を忘れずに、体調管理にはお気をつけください。

夏のサポートについて

新人サポート研修での講義のご紹介
ファミリー・サポート・センターでは年４
回、新人サポート研修を行っています。
今回はその研修のプログラム内の「絵
本と読み聞かせ」についてご紹介いた
します。
講師の二瓶　保先生は葛飾区内の私立
保育園園長で、えほんの会（旧幼児と
文学）代表でもあり、絵本作家（にへ

いたもつ）でいらっしゃいます。
研修ではとても優しく、楽しくお話をしてくださり、聞いているといつ
の間にかお話に引き込まれ、自然と笑顔になります。
二瓶先生の絵本の読み聞かせ方は、これからお
子さんのサポートをする方にも、子育て中の方に
もとても参考になり、「絵本を読むことって、こ
んなに奥が深いのかぁ～」と驚かされます。



たっちはHPからも
ご覧になれます。

〒124-0006 葛飾区堀切3-34-1  ウェルピアかつしか3階
　　　【受付時間】 8:30 ～ 17:00（土日祝　年末年始を除く）
　　　【TEL】03-5698-4151  【FAX】03-5698-2513
　　　【メールアドレス】fsc@katsushika-shakyo.com

かつしかファミリー・サポート・センター

お気づきの点やご意見などありましたらセンターまでご連絡ください！

皆様も良かったらいろいろな絵本を読んでみてください♪

子ども達は、こちょこちょ遊びが大好きです。ひとりの子と「こ～ちょこちょ」を始めると、他の子も「僕も」
「私も」と列をなして集まってくるほどです。「僕にも、私にも関わって、遊んで」という子ども達の心
の声が聞こえてくるようです。
子育てをしていると、子どもと真剣に向き合いすぎて、ついヒートアップしてしまうこともあるでしょう。
そんな時はくすぐりっこをして気を紛らわせたり、一呼吸おいて笑顔になってから対応するとうまくいっ
たりします。大人も子どもも笑顔が一番。親子の笑顔のきっかけになるような絵本を、という思いから『こ
～ちょこちょ』はできました。
絵本を読んでもらうとわかりますが、表紙をめくると、お父さんお母さんくま
が、散歩に出かけるくまのこちゃんを木の陰から見守っているんですね。この
あたりは、子どもを見守る親の愛情が伝わるように、ということを意識しました。
くまのこちゃんは散歩中に出会った動物達と「こちょこちょ遊び」をして、最後
にはお父さんお母さんのところに戻ってきます。そして裏表紙には、お父さん
お母さんから「こ～ちょこちょ」をしてもらう様子が描かれています。読み終わっ
た後はぜひ、親子で「こちょこちょ遊び」を楽しんでくださいね。

こちらの絵本は

保育園での子ども達の様子や、

保護者の方とお子さんとの

関わりを見てきた中で生まれた

絵本だそうです。

絵本の
ご紹介

今回は前ページでご
紹介した二瓶先生作
のこちらの絵本をご紹
介いたします♪

　　   　 次号は10月にたっち89号（秋号）を配信予定です。              　　　　　　　                                                


